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■これまでの主な取組

○障害者スポーツの推進（ボッチャ体験会，障害児・者フットサル事業など）

○ほりでーぷらん（障害者余暇活動支援事業）の実施

○調布・多摩・府中ほっとハート（障害者福祉施設自主製品販売会）の実施

○わくわーく（福祉作業所等連絡会情報誌）の発行

○心のバリアフリーの啓発，ヘルプマークの普及啓発

○オリンピック・パラリンピック教育の推進（障害者理解）

○バリアフリーハンドブックの作成

○パラアート展の開催

○障害をテーマとした映画上映会の開催

○情報バリアフリーの推進

・音声コードの普及，活用

・民間事業者と連携したバリアフリー

映画上映（スマートグラスの貸出）

・ウェブアクセシビリティの向上 など

○市では，障害の有無にかかわらず，だれもが住み慣れたまちで安心して暮らし続けられる 共生社会の実現に向け，ユニバーサルデザインの理念に基づくまちづくりを進めています。
○2020年のパラリンピック競技大会を契機として，これまでの取組を一層推進するととも に，障害者スポーツの普及や障害者への理解促進，だれもが移動しやすい環境整備や公共
施設のバリアフリー化など，多様な主体との連携・協働により，有形・無形のパラリンピ ックレガシーを創出していきます。

パラリンピックレガシーの創出

調布市福祉のまちづくり推進計画
福祉関連諸計画

調布市バリアフリー基本構想
調布市バリアフリー特定事業計画連 携

障害を理由とする差別の 解消の推進に関する法律

ユニバーサルデザ イン2020行動計画
（内閣官房 東京オリンピック ・パラリンピック推進本部）

・パラアート等の普及推進
・だれもが芸術・文化に触れること
ができる機会の創出

【施策19 芸術・文化の振興】

・障害者スポーツの振興
・パラスポーツ体験機会の創出
（ボッチャ体験，車いすバスケットボール等）
【施策09 障害者福祉の充実】
【施策14 市民スポーツの振興】

・障害者スポーツ・余暇活動の場
の確保
（障害児･者フットサル，ほりでーぷらん等）

【施策09 障害者福祉の充実】

オリンピック・パラリンピック
教育を通じた人材育成

・心のバリアフリーの推進
・多様性を尊重する意識の醸成
【施策05 学校教育の充実】
【施策31 人権の尊重・男女共同参画社会の形成】

・すべての人が円滑に移動できる交通環境
の整備
・競技会場周辺のバリアフリー化
（スタジアム通り，品川通り）

【施策24 安全で快適なみちづくり】

・スポーツ施設等のバリアフリー化
・公衆，公園トイレの改修に向けた検討
【施策14 市民スポーツの振興】
【施策27 水と緑による快適空間づくり】

・多言語を含む公共サインの整備
【施策21 良好な市街地の形成】

・障害者差別解消法の普及啓発
・福祉作業所等連絡会，調布心身障害
児・者親の会等と連携した取組
・商工会と連携した障害理解の促進
【施策09 障害者福祉の充実】
【施策16 活力ある産業の推進】

・商工会を通じたバリアフリー化の推進
（市内飲食店・商店におけるバリアフリー設備等の

設置促進）
【施策09 障害者福祉の充実】
【施策16 活力ある産業の推進】

創出するパラリンピックレガシー

基本計画の位置付け

関連分野別計画等

・地域福祉計画 ・高齢者総合計画

・障害者総合計画

・地域福祉活動計画（社会福祉協議会） など

基本計画の位置付け

連携・推進体制
・障害者差別解消支援地域協議会
・障害者地域自立支援協議会 など

連携・推進体制
・調布市バリアフリー推進協議会 など

関連分野別計画

・都市計画マスタープラン
・総合交通計画
・道路網計画 など

創出するパラリンピックレガシー
＜ピクトグラムの活用＞

＜バリアフリー特定事業計画＞

■これまでの主な取組

○公共施設のバリアフリー化の推進

（総合体育館，避難所（小・中学校体育館）の段差解消，

地域福祉センターの内装改修（和室の洋室化）・備品装備など）

○人と環境にやさしい道路整備

（スタジアム通り・品川通りバリアフリー化，遮熱性舗装など）

○トイレの洋式化（市公共施設のトイレ洋式化率90％）

○ユニバーサルデザインに対応した公衆トイレの改修

（深大寺，飛田給，つつじケ丘）

○サポートベンチの設置，公園・ポケットパークの整備

○多言語を含む公共サインのための計画検討・実施

○Ｗｉ－Ｆｉ環境整備，多言語マップの作成

○音声誘導装置の設置（市公共施設14箇所）

○事業者と連携・協働による調布市バリアフリー特定事業計画の推進 など

移動の円滑化・バリアフリー化の推進障害者スポーツの推進 障害者理解の促進

ソフト面の取組 ハード面の取組

障害の有無にかかわらず，子どもから 高齢者まで，だれもが暮らしやすいまちづくり

関連する重点プロジェクト 重点1 重点2 重点3 重点4 重点5

移動の円滑化
ユニバーサル
デザイン
バリアフリー

心のバリアフリ-
ユニバーサル
デザイン
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